
TO THE FUTURE
2020

　SDGs（エスディージーズ：Sustainable Development Goals 持続可能な開発
目標）とは、2001年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の後継として2015
年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」にて
記載された、2016年から2030年までの国際目標です。
　持続可能な世界を実現するための17のゴール・169のターゲットから構成され、
地球上の誰一人として取り残さないことを誓っています。
　公益社団法人日本青年会議所では、「青年会議所が日本一のSDGs推進団体になる」
ことを目標としており、2019年1月に行われた第159回総会にてSDGs推進宣言
が全会一致で採択されました。これを受けて、全国各地の青年会議所が、長期的、共通的な事業を通じてSDGsを推進しております。公益社
団法人岐阜青年会議所としてもSDGsの達成に向けて様々な事業を展開しております。

公 益 社 団 法 人   岐 阜 青 年 会 議 所
Junior Chamber International Gifu

　公益社団法人岐阜青年会議所は、「明るい豊かな社会」の実現を目指し、数年ごとにまちづくり運動ビジョンを作成し、ビジョンのもと、
「ひとづくり・まちづくり」運動に取り組んでいます。私たちは、次のような目指すべきまちの未来像と、運動方針、行動指針を掲げ、
「ひとづくり・まちづくり」運動を展開していきます。

　経済的文化的な単一化が進むグローバル社会において、ぎふのまちが、世界の中で輝く
魅力あるまちであり続けるためには、自然と産業が調和し、充実したコミュニティが育ま
れる中、人々が誇りをもち生き生きと住み暮らすことができ、世界から賞賛される独創的
なまちづくりをする必要がある。そのために、私たちは、ぎふのまちに必要な要素とまち
づくりの主体者である市民に望むべき要素を次のように定め、未来に向けたまちづくり運
動ビジョンの実現に向け行動していく。

公益社団法人岐阜青年会議所とSDGs

公益社団法人岐阜青年会議所　まちづくり運動ビジョン

　公益社団法人岐阜青年会議所（岐阜JC）は、岐阜市を中心とした地域において「明るい豊かな社会」の実現を目指
し、「ひとづくり・まちづくり」運動を展開する青年経済人の団体です。私たちは「明るい豊かな社会」の実現に向
けて、歩むべき道筋を、まちづくり運動ビジョンとして策定し、活力溢れ、持続可能なまちの賑わいを創出します。
　また、「社会への奉仕」を行う中で、様々な活動を通じて「個人の修練」の機会や「世界との友情」を得られ、さら
なる活動の力としています。私たちメンバーは、皆この「JC三信条」を活動の基本におき、次世代を担う責任を
もって主体的に活動を行っています。
　岐阜JCは、これからも明るい豊かな社会の実現に向けて、ぎふのまちに必要とされ続ける団体として、多くの
市民が共感することのできる事業を展開していきます。

岐阜青年会議所について

JC三信条

こんなところに岐阜JC！

17団体
約570人

694団体
約33,700人

約130の国と地域
約15.5万人

個人の運動が世界につながります（2020年度1月現在）

　青年会議所（JC＝Junior Chamber）は「明るい豊かな社会」の実現を理想として運動する20歳から40歳までの青年経済人の団体であり、
地域（都市または市町村）ごとに組織されています。それぞれの青年会議所、そしてメンバーは、1年の任期の中で様々な役割を担い、まち
の活性化・発展のために事業を展開しています。

　1945年、戦争で廃墟となったぎふのまち。人々は、焼け跡の整理、食料の確保に奔走し、占領下経済の混乱の中で、再起復興に懸命な
努力を重ねました。このような社会背景の中で、「今後の経済問題についてお互いに研究し合おう」という若手経済人により1950年に「経
友会」という会が結成されました。
　1949年の東京青年会議所発足を始め、各地で青年会議所設立の機運が高まりつつあったこと、また財界名士の方々から設立を勧められ
たことを踏まえ、経友会が母体となり、名古屋青年会議所にスポンサーをお願いし、1951年6月24日、全国で21番目の青年会議所とし
て会員43名で発足しました。

青年会議所とは・・・

岐阜青年会議所の創始

岐阜まつり協賛「道三まつり」みこしパレード
　毎年4月初旬に行われる、岐阜まつり協賛「道三まつり」みこしパレードは、代表的な
ぎふのまつりである道三まつりのメイン行事のひとつですが、そのきっかけを作ったの
は岐阜JCです。戦後途絶えていた岐阜まつりを復活させ、ぎふのまちの賑わいを取り
戻したいという熱い思いから、1976年に岐阜JCが一基のみこしを担ぎ出し、1980年 
にみこしパレードは始まりました。1986年に主管を岐阜商工会議所に移し、1996年
には岐阜市に移管され現在に至っています。

長良川薪能
　長良川薪能は、金華山とその山頂でライトアップされた岐阜城という幻想的なロケー
ションを背景に、長良川の河川敷につくられた特設舞台で、能や狂言を鑑賞できる文
化行事です。今では、毎年8月下旬に行われる岐阜市の夏の風物詩にもなっています。 
これは、1986年に岐阜JC35周年記念事業として開催されたことをきっかけに、現在
は岐阜市が主催として開催され、岐阜JCも協力させて頂いています。

わんぱく相撲「岐阜場所」
　わんぱく相撲は、小学生を対象とした日本最大規模の相撲大会です。国内200地区
の予選大会から勝ち上がり、東京・両国国技館で全国大会が開かれます。岐阜JCは予
選大会である「岐阜場所」を岐阜市相撲連盟と共に主催しています。各々の目標に向かっ
て競い合う中で、礼儀・礼節を大切にし、相手を敬う気持ちを子どもたちに学んでもら
い、感謝の心を養ってもらいます。

私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

「TO THE FUTURE」は、より多くの方に私たちの活動を知って頂き、ご参加・ご協力に繋げたいという思いで
発行しております。より良い活動を行うためにアンケートにご協力頂けましたら幸いです。



　公益社団法人岐阜青年会議所は、岐阜市を中心とする地域において「明るい豊かな社会」の実現を目指し、「ひとづ
くり・まちづくり」運動を展開している青年経済人の団体です。健全な子供たちを育むための青少年心身育成事業、
地域をけん引する人材を育成するためのリーダーシップ開発、まちに継続的な賑わいを創出するためのまちづくり
事業や政策提言など、様々な分野において、ぎふのまちの発展に寄与するため活動を行っています。2012年度には、
まちづくり運動ビジョン「自然と産業とコミュニティの共生都市ぎふ～世界に誇れるひとの和～」を策定し、多くの
主体者や市民と共に協働し、理想とする社会の実現に向けて活動を行ってまいりました。
　ひとが行動を起こしていくためには、「こんな未来を歩みたい。」という、わくわくする未来ビジョンを描くことが
必要です。我々の先人は自身や家族、関わる地域の人々が豊かに生活をしていける未来を描き、社会に何が必要かを
一人ひとりが考え行動したことで、戦後の劇的な復興と経済成長を成し遂げてきました。一人ひとりが未来を描き実
現するために積極的に行動を起こし、それが社会全体に広がっていけば、素晴らしい未来を実現することができるの
です。2020年度は、一人ひとりが必ず実現したいというポジティブな思考で大胆に考えていく、「未来思考」をもっ
て実現への道筋を描き、描いた未来の実現に向けて行動していきます。誰もがわくわくする未来へ向けて一歩ずつ歩
み続けていけば、今日よりも、明日をもっと素晴らしい日にしていけるのです。そして一人ひとりの行動が重なっ
ていけば、必ず社会に価値ある変化をもたらすこととなり、持続可能なぎふのまちを実現することができるのです。

　創立以来、69年目を迎えるにあたり、これまで永きに亘り活動を続けてこられたのも、行政並びに各種団体の皆様、市民の皆様そして諸
先輩方のご理解とご協力の賜物です。地域の皆様に支えられ活動させて頂いていることに感謝し、変革の能動者としての自覚と責任をもって

「明るい豊かな社会」の実現に向けて邁進していく所存です。
　本年度も公益社団法人岐阜青年会議所の活動に、皆様の変わらぬご支援とご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。
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市民参加型
事業

❹市民フォーラム
　2/14（金）
◦新入会員募集　2月～6月
❷Gifuture Session
　2月～4月

◦まちづくり例会
　3/14（土）

❸岐阜まつり協賛
　「道三まつり」みこしパレード
　4/4（土）
◦「どてかぼちゃ」発刊　４月
◦青年交流会　４月

◦わんぱく相撲「岐阜場所」
　5/10（日）

❺青年経済人フォーラム
　6/19（金）
◦第47回JC青年の船
　「とうかい号」
　5/31（日）～6/6（土）

❻青少年心身育成事業
　7/22（水）

❶まちづくり事業
　8/10（月・祝）
◦長良川薪能　8/28（金）

❹市民フォーラム
　10/18（日）
◦新入会員予定者セミナー
　10/25（日）

メ
ン
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ー
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け
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岐阜JC
◦定時総会・
　新年賀詞交歓会
　1/15（水）

❼リーダー資質向上事業
　5/15（金）

◦臨時総会・❽報告例会
　9/4（金）

◦市長例会　11/20（金）

◦臨時総会・卒業式
　12/5（土）

諸 会 議

❾京都会議
　1/16（木）～19（日）

❾第70回JCI  ASPAC（カンボジア）
　6/11（木）～14（日）

❾東海フォーラム（多治見）
　7/4（土）
❾サマーコンファレンス
　7/18（土）～19（日）

❾第61回岐阜ブロック大会（大垣）
　9/6（日）
❾第69回全国大会（札幌）
　9/24（木）～27（日）

❾第75回JCI世界会議（横浜）
　11/3（火）～7（土）

公益社団法人
岐阜青年会議所
2020年度スローガン

希望溢れるまちの実現に向け
　　理想の未来を描き行動しよう！

第69代理事長
細野　高弘

ごあいさつ

2020年度主な事業（予定）・・・表内の数字は上記事業の番号と対応しています

基本方針
【組織運営グループ】
　組織に価値ある変化を起こし、
　まちに必要とされ続ける団体となろう

【会員資質向上グループ】
　JCで得られる学びを活用し、
　未来を切り拓くリーダーとしての資質を向上しよう

【CD（コミュニティ・ディベロップメント）グループ】
　市民一人ひとりが未来のために行動する、
　希望溢れるまちをデザインしよう

【人材育成グループ】
　社会に起きる変化を楽しみ、
　明るい未来を描き行動していこう

【会員拡大特別委員会】
　ぎふのまちのために行動する同志を迎え入れ
　明るい未来を切り拓こう

公益社団法人岐阜青年会議所2020年度組織図
正会員／140名　特別会員／2名（2020年1月現在）

　私たちは、青年経済人として企業の未来を創造するリーダーでもあります。社業
があってのJCであり、これからも力強く活動を続けていくためには、企業の発展が
必要不可欠です。社会の変化を読み取り、事業を構築し、メンバーと力を合わせて
行っていくJC活動には、企業活動に活かすヒントが至るところに存在しています。

　理想のまちの未来実現を目指して行動する多くの市民と協働することで、ぎふの
まちの資産は新たな魅力として磨かれ、住み続けたいと思う希望溢れるまちの実現 
に繋がります。10年後に実現可能なまちの姿として、行政・企業・各種団体、 
そして市民と共有し目指すことができる未来のまちの姿をデザインします。

JCで得られる学びを活用し、未来を切り拓く
リーダーとしての資質を向上しよう

市民一人ひとりが未来のために行動する、
希望溢れるまちをデザインしよう

❷まちづくり運動ビジョン策定
　市民の多様な価値観から10年後のま
ちの未来をデザインします。調査・研究
結果から創ったビジョン案を基に、JC
メンバーと幅広い市民から構成される

「Gifuture Session」にて運動方針を創り
出し、新ビジョンを策定します。

❼リーダー資質向上事業
　ポジティブさ、思慮深さ、社交性と
いう3つの資質の向上意欲を高めるため
に、その必要性を学ぶ機会を提供します。 
そのうえで、3つの資質を向上させ、リー
ダーとしての思考や行動の変化に繋げ
ます。

❽報告例会
　身近なメンバーが各リーダー資質向上
事業を通じて得た主体的な思考や行動の
変化を聞くことで、自らの資質向上の一助
とします。各事業の過程や成果をメンバー
と共有することで今後のJC活動や企業活
動に活かす学びに繋げます。

❾諸会議参加
　JCI、日本JC、東海地区協議会、岐阜
ブロック協議会は、岐阜JCとは違った広
域的な目線で事業を展開しています。諸
会議に参加することで新たな気づきや学
びを得て、自身の資質向上に繋げていき
ます。

　未来に希望を見出すには、一人ひとりが「理想の未来は実現できる」というポジ
ティブな思考で道筋を描き、社会で起きる変化を楽しみながら、必ず実現できると
いう意思をもって行動することが必要です。また未来を担う青少年には、未来を描
き目標達成に向けて「未来思考」で考える力を育んでもらいます。

社会に起きる変化を楽しみ、
明るい未来を描き行動していこう

❻青少年心身育成事業
　多様な価値観に触れ、未来をテーマに
掲げたわくわくする体験をすることで、
未来に繋がる好奇心を膨らまし、積極的
に行動するきっかけとし、子どもたちの
可能性の枠を広げます。

❸岐阜まつり協賛「道三まつり」
　みこしパレード

　入会1年目のメンバーが主体となって
ひた向きに練習してきた伝統の木遣り歌
を披露し、岐阜JCが一丸となって威勢よ
くみこしを担ぎ上げることで、ぎふのま
ちの賑わいを創ります。

❶まちづくり事業
　市民や様々な団体と共に、様々な地域
特性・産業・人の和が融合する博覧会を
開催し、希望溢れるぎふのまちの実現の
ために行動する大切さを感じてもらい
ます。

❹市民フォーラム
　「未来思考」をテーマに社会で活躍する
講師をお招きします。社会の変化を前向
きにとらえる考え方を学ぶことで、大胆
に未来を描き、実現に向けて行動するきっ
かけとします。

2019年度市民フォーラム
講師：中田敦彦氏

❺青年経済人フォーラム
　望む未来の実現に向けて行動し成果を
挙げた講師をお招きし、講師の、未来を
実現させたプロセスを学ぶことで、個人
や企業において、未来の実現に足りない
要素を得るための道筋を描くためのきっ
かけとします。

2019年度青年経済人フォーラム
講師：（株）マクアケ　共同創業者／取締役  坊垣佳奈氏

わんぱく相撲
「岐阜場所」

「どてかぼちゃ」発刊

まちづくり例会

青年交流会

第47回JC青年の船
　「とうかい号」

市長例会

顧　問

直前理事長

理事長

常任理事会

理事会

総　会

副理事長
専務理事

監　事
専務理事

副理事長

副理事長

会員資質向上室

総務室

希望溢れるまち共創室

まちの未来デザイン室

渉外委員会

総務委員会

JCスクール委員会

希望溢れるまち共創委員会

まちの未来デザイン委員会

リーダー資質向上委員会

フォーラム委員会

青少年心身育成委員会
副理事長 人材育成室

無任所常任理事

会員拡大特別委員会

長良川薪能

記載のアイコンは、2020年度事業にて取り組む予定の目標をSDGsのゴール番号として記載しています。
※2019年度またはそれ以前の事業写真を使用しています。

新年賀詞交歓会


